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平成 9年

|■ 2月喜

――

「
じ
ゃ
っ
ぱ
汁
」
と

「
お
じ
る
こ
」
は
お

第 1回十二湖白鳥まつりは、 2月 8日 十三漁協漁業
協同組合の荷 さばき所を会場に開かれ、村内各保育所
の子どもたちや親子連れ約200人 が参加 しました。

このまつりは、十三湖に飛来する野鳥とのふれあい
から、子どもたちの動物愛護精神の育成や冬期間の観
光振興と地域間交流を目的に行われました。

この日は、湖岸に集まった白鳥に餌付けをしたり、
自鳥の鳴き声コンテス ト、自鳥を題材にした絵画コン
テス トなどが行われたほか、「じゃっぱ汁」や「おじる
こ」を食べながら、白鳥とのふれあいを楽しみました。

352-
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開催

一
月
七
日
午
前
十

一
時
か
ら
、
村

コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
新
年
を
祝
う
会

が
開
催
さ
れ
、
九
十
二
名
の
参
加
者
は
そ
れ

ぞ
れ
新
年
に
お
け
る
抱
負
と
こ
れ
か
ら
の
市

浦
村
に
か
け
る
夢
を
語
り
合

い
ま
し
た
。

口
引
繭悧
日
馴
到

体‐
刊
□

―

あ
ず
ま
し
い
村
づ
く
リ
ヘ

ー

会
が
設
け
ら
れ
、
住
民
同
士
の
交
流

が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で

す
が
、
そ
の
後
行
政
中
心
に
よ
る

「

名
刺
交
換
会
」
に
改
め
ら
れ
、
行
政

運
営
や
事
業
の
推
進
に
そ
の
役
割
を

担

っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
官
中
心
の
名
刺
交

換
会
で
あ
る
こ
と
、
社
会
、
経

済
情
勢
の
変
化
等
か
ら
参
加
者

が
年

々
減
少
し
、
こ
こ
数
年
名

刺
交
換
会
や
新
年
会
等
は
開
か

曲展
　
漁
協
等
が
中
心
と
な
り
準

委
員
会
を
組
織
し
全
村
民
に
よ

る

「新
年
を
祝
う
会
」
と
し
て
、

新
年
を
祝
う
会
で
は
、
実
行
委
員

会
を
代
表
し
、
川
口
定
雄
町
内
会
連

合
会
長
が
、
会
結
成
に
至

っ
た
経
過

を
報
告
し
た
あ
と

「今
ま
で
は
何
を

が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
こ
の
ま
ま

で
は

い
け
な

い
。
行
政
と
住
民
が

一

体
と
な

っ
て
取
り
組
ま
な
い
と
ア
ズ

マ
ン
イ
地
域
づ
く
り
は
で
き
な
い
〕

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
に
協

剰
余
金
は

村
社
協
へ
寄
付

こ
の
会
は
、　
一
部
の
限
ら
れ
た
人

な
く
、
全
村
民
を
対
象
に
し
て
行
わ

れ
る
年
頭
行
事
と
し
て
位
置
づ
け
、

実
行
委
員
会
で
は
、
さ
ら
に
趣
向

を
凝
』
し
て
、
参
加
者
を
村

の
総
人

に
し
た

い
と
張
り
切

っ
て
い
ま
し
た
。

ら
れ
た
金
額
の
剰
余
金

一
万
三
千
四

百
五
十
円
は
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
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一
月
十
六
日
、
村
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

「
ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
生
産

十
周
年
記
念
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
市
浦
村
組
合
員
や
村
の
農
業
担
当

者
な
ど
市
浦
村
の
ト
マ
ト
栽
培
に
係
わ
っ
た
約
七
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

目

劃

洲

國

国

翻

国

製

硼

圏

昭
和
六
十
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
市
　
　
忠
男
Ｊ
Ａ
市
浦
村
組
合
長
が

「
ハ
ウ

浦
村
の
ト
マ
ト
栽
培
が
十
周
年
を
迎
　
　
ス
部
会
を
始
め
と
し
た
農
家
各
位
の

え
、
年
間
販
売
額
も
当
初
の
目
標
で
　
　
苦
労
に
敬
意
を
表
し
、
こ
れ
か
ら
も

あ
っ
た

一
億
円
を
平
成
五
年
に
は
達
　
　
各
部
会
の
総
力
を
結
集
し
て
今
ま
で

成
し
米
に
代
る
作
物
と
し
て
定
着
し
　
　
の
経
験
を
生
か
し
、
地
域
の
活
性
化

つ
つ
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
図
り
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

記
念
大
会
当
日
は
こ
れ
ま
で
市
浦
　
　
続
い
て
、
昭
和
六
十
二
年
の
ハ
ウ
ス

村
の
ト
マ
ト
栽
培
に
係
わ
っ
た
農
業
　
　
ト
マ
ト
生
産
に
初
期
か
ら
携
わ
り
、

関
係
者
等
多
数
が
出
席
す
る
中
伊
南
　
　
市
浦
村
の
新
し
い
農
業
経
営
の
先
駆

者
と
な

っ
た
三
浦
俊

一
さ
ん
、

奈
良
正
勝
さ
ん
、
伊
藤
建
夫
さ

ん
ら
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

同

川

刺

覇

瑠

興

醐

蜃

霧

圏

市
浦
村
は
こ
れ
ま
で
水
稲
と
畜
産

　

　

に
夏
秋
ト

マ
ト
の
栽
培
が
行
わ
れ
ま

を
主
な
産
業
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
　

　

し
た
。

ま
し
た
が
、
水
稲
は
米
あ
ま
り
に
よ
　

　

　

ハ
ウ
ス
栽
培
は
品
種
を

「
桃
太
郎
」

る
減
反

・
転
作
の
強
化
や
米
価
の
引

　

　

に
統

一
し
、
県
の
補
助
事
業
や
村
の

き
下
げ
に
よ
る
生
産
額
の
減
少
、
畜

　

　

単
独
事
業
、
農
協
の
融
資
制
度
等
の

産
は
牛
肉

の
自
由
化
に
よ
る
安
価
な
　

　

全
面
的
な
支
援
を
受
け
な
が
ら
平
成

牛
肉
の
台
頭
や
、
そ
の
反
面
プ
ラ
ン
　

　

一
一年
に
は
西
北
五
地
域
で

一
位
の
系

ド
志
向
が
強
化
す
る
な
ど
市
場
の
二
　

　

統
販
売
額

（Ｊ
Ａ
で
の
販
売
額
）
と

極
化
に
対
面
し
伸
び
悩
ん
で
い
ま
し
　

　

な
り
、
平
成
五
年
に
は
当
初
日
標
で

た
。
そ
こ
で
昭
和
五
十
八
年
に
野
菜

　

　

あ

っ
た
販
売
額

一
億
円
を
達
成
す
る

部
会
が
設
立
さ
れ
、
野
菜
栽
培

へ
の
　

　

な
ど
順
調
に
推
移
し
、
平
成
三
年
の

取
り
組
み
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
露
地
　

　

冷
害
や
平
成
五
年
の
凶
作
の
な
か
で

野
菜
が
中
心
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
天
　

　

水
稲
の
所
得
減
を

一
部
カ
バ
ー
す
る

候
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
米
に
替
わ
　

　

な
ど
、
農
家
経
済
に
大
き
く
貢
献
し

る
作
物
と
し
て
は
定
着
し
ま
せ
ん
で
　

　

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
Ｊ
Ａ
市
浦
村
が
米
に
頼

ら
な
い
農
業
の
複
合
経
営
や
天
候
に

左
右
さ
れ
な

い
高
収
益
生
産
を
目
指

し
て
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
を
導
入
し
、
市

場
価
格
が
比
較
的
安
定
し
て
、
消
費

量
が
多

い
作
物
を
作
付
け
す
る
た
め

ハ
ウ
ス
部
会
代
表
よ
り

ひ
と
こ
と

米
か
ら
野
菜

へ
転
換
し
た
当
時
は

今
ま
で
や

っ
て
き
た
方
法
と
全
く
違

う
の
で
戸
惑
い
が
あ
っ
た
。
特
に
ト

マ
ト
は
ご
ま
か
し
が
き
か
な
い
の
で

軌
道
に
乗
る
ま
で
は
大
変
だ
っ
た
が

米
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
収

入
が
あ
る
の
で
ト
マ
ト
の
栽
培
を
始

め
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

野
菜
は
必
ず
良
い
と
き
と
悪
い
と

き
が
あ
る
の
で
、
今
後
は
そ
の
格
差

を
な
る
べ
く
縮
め
、
設
備
の
充
実
、

効
率
化
を
め
ざ
し
ま
す
。
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ユ
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建
棄

つ
　

‘　
‘ニ
ミ

，
４
む
こ

こ

村
長
、議
長
ら
が
厚
生
省
へ
陳
情

「健
康
文
化
都
市
」

の
モ
デ
ル
指

定

へ
向
け
た
事
業
申
請
と
並
行
し
、

村
と
村
議
会
で
は
二
月
十
二
日
厚
生

省
を
訪
れ
、
本
事
業
の
九
年
度
指
定

を
受
け
る
た
め
の
陳
情
を
行

い
ま
し

今
回
の
陳
情
に
は
、
高
松
村

長
、
浜
田
村
議
会
議
長
、
奈
良

副
議
長
、
工
藤
総
務
文
教
常
任

委
員
長
、
葛
西
同
副
委
員
長
、

中
畑
同
委
員
、
笹
山
産
業
建
設

常
任
委
員
長
、
成
田
同
副
委
員

長
の
ほ
か
松
江
議
会
事
務
局
長
、

桑
野
企
画
財
政
課
長
が
同
行
し

厚
生
省
で
は
、
健
康
文
化
都

市
モ
デ
ル
指
定
の
担
当
窓
口
と

な
る
保
健
医
療
局
　
健
康
増
進

企
画
官
で
、
健
康
増
進
関
連
ビ

都
市
）
」
の
モ
デ
ル
指
定
を
受
け
る

た
め
、
県
関
係
課
と
協
議
を
進
め
て

本
計
画
で
は
、
地
域
的
特
徴
を
活

ン
施
設
や
海
辺
ふ
れ
あ

い
施
設
、
海

水
温
泉
型
健
康
増
進
施
設
の
整
備
等
、

公
共
投
資
や
環
境
整
備
に
加
え
、
少

子
化
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
健
康
と

質
の
高

い
福
祉
社
会
の
形
成
を
目
指

ジ
ネ
ス
指
導
室
長
を
兼
務
す
る
藤
崎

清
道
氏
、
健
康
指
導
係
長
新
津
幸
義

氏
の
両
名
に
対
し
、
高
松
村
長
が
モ

デ
ル
指
定

へ
向
け
て
の
事
業
概
要
と

進
め
方
を
説
明
、
陳
情
し
ま
し
た
。

▲「これからは養殖漁業が主流になる」と
谷回事務局長 (上段左から4人 目)

養
殖
産
業
は

い
ま

厚
生
省

へ
の
陳
情
後
、　
一
行
は
株

式
会
社
海
中
居
住
研
究
所
の
会
議
室

に
、
国
際
養
殖
産
業
会
事
務
局
長
谷

口
雄
二
郎
氏
を
ま
ね
き
、
養
殖
産
業

に
お
け
る
今
後
の
ゆ
く
え
等
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

当
村
で
は
現
在
、
ア
ワ
ビ
や
ヒ
ラ

メ
の
中
間
育
成
、
サ
ケ

・
マ
ス
ふ
化

場
等
を
実
施
し
て
い
る
が
、
施
設
の

管
理
運
営
や
育
成
技
術
の
面
な
ど
に

お

い
て
も
事
業
効
果
は
先
細
り
の
状

況
に
あ
り
、
抜
本
的
な
見
直
し
を
ふ

く
め
て
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

谷
回
事
務
局
長
か
ら
は

各
資
料
に
基
づ
き
、
国
内

外
に
お
け
る
養
殖
産
業
の

現
状
と
事
業
化

へ
向
け
て

の
取
り
組
み
方
法
な
ど
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
説
明

に
よ
る
と

「海
岸
か
ら
離

れ
た
場
所
で
も
魚
介
類
の

養
殖
が
可
能
に
な
る
完
全

循
環
式
陸
上
養
殖
シ
ス
テ

ム
」
の
開
発
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
人
工
海
水
を
利

用
し
た

「
陸
上
養
殖
は
欧

米
で
は
約
十
年
前
か
ら
普

及
し
て
い
る
。
日
本
は
立
ち
遅
れ
て

実
用
化
さ
れ
て
い
な

い
が
、
今
春
か

ら
埼
玉
県
熊
谷
市
で
ア
ワ
ビ
の
養
殖
、

財
団
法
人
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
函
館
技
術

振
興
協
会
が
南
米
産
の

「
ペ
ヘ
レ
イ
」

を
卵
か
ら
成
魚

（体
長
約
二
〇
セ
ン

チ
）
に
育
成
す
る
実
験
施
設
を
稼
働

さ
せ
る
　
。
こ
れ
か
ら
は
漁
獲
制
限

が
厳
し
く
な
り
、
育
て
る
漁
業
が
主

流
に
な
る
と
見
ら
れ
る
だ
け
に
、
養

殖
地
選
択
の
幅
が
広
が
り
、
水
産
業

の
将
来
を
左
右
す
る
も
の
だ
。
」
と

結
び
ま
し
た
。

▲「養殖産業のゆくえは 」説明を聞く参加者



万
分
の

一
の
奇
跡

～
お
年
玉
付
年
賀
は
が
き

一
等
当
選
～

年
賀
は
が
き
制
度
は
明
治
三
十
二
　

　

「大
変
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
」
と
の

年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
　
　
電
話
、
何
事
か
と
思
っ
た
と
こ
ろ
一

づ
江
さ
ん

（大
田
）
が
厚
生
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
、
同
じ
く
地
区
衛
生
組

許書一一［一中一̈一̈』一一　口旧一片て平【猜一一鳩』中国保健衛生大会～

十
四
年
か
ら
始
ま
り
、
開
始
当
初

の
　
　

　

昨
年
十
月
三
十

一
日
、
黒
石
市
で
　

　

低
く
、
集
会
等
を
開

い
て
も
参
加
者

一
等
賞
品

（当
時

の
名
称
は
特
賞
）
　

　

行
わ
れ
た

「第
二
十
九
回
全
国
保
健
　

　

不
足
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
次
第
に

は
ミ
シ
ン
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
衛
生
大
会
」
で
公
衆
衛
生
事
業
の
功

　

　

み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で

確
率
を
乗
り
越
え
て
白
川
隆
治
さ
ん

（相
内
）
が
お
年
王
付
年
賀
は
が
き

に
当
選
し
、　
一
等
賞
品
の
二
十
八
型

ワ
イ
ド
テ
レ
ビ
を
射
止
め
ま
し
た
。

い
つ
も
の
よ
う
に
職
場
で
仕
事
を

し
て
い
た
自
川
さ
ん
に
奥
さ
ん
か
ら

労
者
と
し
て
全
国
で
団
体
十
、
個
人
　

　

き
る
よ
う
に
な

っ
て
現
在
で
は
各
種

六
十
九
人
中
の

一
人
と
し
て
奈
良
し
　

　

団
体
を
通
じ
て
市
浦
全
域
で
の
活
動

織
活
動
の
功
労
者
と
し
て
全
国
の
団

体
三
十
四
、
個
人
百
三
十

一

人
の
中
の

一
人
と
し
て
佐
藤

ヤ
イ
さ
ん

（相
内
）
小
山
あ

ぐ
り
さ
ん

（十
三
）
が
全
国

地
区
衛
生
組
織
連
合
会
々
長

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
今
回

づ
江
さ
ん
は
、

「当
時
市
浦

村
に
在
籍
し
て
い
た
保
健
婦

さ
ん
の
す
す
め
で
保
健
衛
生

協
力
員
を
始
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
当
時
は
保
健
衛

生
に
関
す
る
住
民
の
関

′し、
が
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▲三和局長から賞品 を受け取 った

日
市
浦
郵
便
局
内
で
行
わ
れ
、
白
川

さ
ん
は
照
れ
く
さ
そ
う
に
三
和
局
長

か
ら
賞
品
を
受
け
取
り
、　
コ

生
分

は
」
の
問

い
に
対
し

「ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
だ
よ
」
と
強
気
の
コ
メ
ン
ト

氏
に
優
勝
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

成
績
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
太
田
チ
ー
ム

準
優
勝
　
相
内
派
立
チ
ー
ム

〓
一　
位
　
磯
松
チ
ー
ム

ｎ
一̈̈一一一一翼
因
多
誅
一欅
Ｉ
Ｅ
～

こ
の
度
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に

お

い
て

「
ふ
れ
あ

い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
」
冬

の
陣
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
年
四
回
に
分
け
て

行
わ
れ
、
年
間
の
総
合
成
績
で
順
位

を
決
定
す
る
も
の
で
村
内
の
七
チ
ー

ム
が
参
加
し
激
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

今
回
四
回
目
の
連
続
優
勝
を
狙
う

―
ム
に
敗
退
し
た
の
が
最
後
ま
で
尾

を
引
き
Ｖ
４
な
ら
ず
、
替
わ

っ
て
大

田
チ
ー
ム
が
初
優
勝
し
、
冬
の
陣
を

ん
　

　

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

さ
　
　
　
な
お
市
浦
村
内
で
は
相
内
保
育
所

解

　

　

と
十
三
保
育
所
が
学
童
団
体
加
入
率

ん
　

　

百
％
を
達
成
し
、
交
通
災
害
共
済
制

熊

　
　

度
の
普
及
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た

本
不ヽ
　

　

と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
Ｄ

格

　

　

　

一
人
あ
た
り
年
間
三
百
五
十
円

山ヽ
　
　
　
（
一
日
あ
た
り

一
円
）
の
会
費
で
自

りヽ
　

　

動
車
事
故
は
も
ち
ろ
ん
自
転
車
に
よ

勧

　

　

る
ケ
ガ
で
も
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
る

～
青
森
県
交
通
災
害
共
済

～

青
森
県
交
通
災
害
共
済
組
合
で
は
、　
　
　
ま
た
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
役

た
だ
今
平
成
九
年
度
の
加
入
申
し
込
　

　

場
総
務
課
ま
で
ご
相
談
下
さ

い
。



暉ιチろ (6)

村内
市浦村民の生活を行政と共に支援してくださる各種団体・委員の新しい顔ぶれがそろいま

した。

―

消
防
団
副
団
長

―

火
災
の
み
で
は
な
く
、
天
災
時
に
お
け
る
復
旧
作
業
、
遭
難
時
に
お
け

る
救
出
作
業
な
ど
有
事
の
際
消
防
署
員
と
共
に
住
民
を
守
る
消
防
団
。
そ

の
副
団
長
の
欠
員
に
伴

っ
て
新
た
に
二
名
の
副
団
長
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

―

教
育
委
員

―

市
浦
村
民
の
教
育
全
般
に
渡

っ
て
教
育
計
画
、
予
算
計
画
及
び
指
導
す

る

「教
育
委
員
」
が
任
期
満
了
に
伴

っ
て
新
た
に
二
名
が
任
命
さ
れ
ま
し

豊
富
な
人
生
経
験
に
基
づ
い
た
適
切
な
指
導
で
社
会
問
題
と
な

っ
て
い

る

”
い
じ
め
“
等
に
つ
い
て
も
取
り
組
む
予
定
で
す
。

―

十
二
財
産
区
管
理
委
員
会

―

十
三
地
区
に
存
在
す
る
特
定
の
土
地
、
森
林
、
施
設
等
の
財
産
を
管
理

・
運
営

・
処
分
等
の
職
務
を
行
う

「十
三
財
産
区
管
理
委
員
」
が
欠
員
と

な

っ
て
い
た
た
め
新
た
に
二
名
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

―

民
生
委
員

・
児
童
委
員

―

児
童
福
祉
、
老
人
福
祉
、
社
会
福
祉
な
ど
福
祉
全
般
に
渡

っ
て
行
政
と

共
に
住
民
の
生
活
向
上
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
と
す
る

「民
生
委
員

・
児

童
委
員
」
が
新
た
に
二
名
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。



暉ιチろ

保健衛生協力委員名簿 こ
の
度
市
浦
村
保
健
衛
生
協
力
委

員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
三
十
八
人
の

方
が
村
長
よ
り
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

会
議
室
に
て
交
付
式
が
行
わ
れ
、
工

藤
助
役
よ
り
各
委
員
に
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
た
後

「保
健
衛
生
協
力
委
員

の
仕
事
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
決
し

て
楽
な
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

地
方
分
権
化
や
高
齢
化
に
伴

っ
て
委

員
の
役
割
は
重
大
に
な

っ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
元
住
民
の
た

め
に
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

保
健
衛
生
協
力
委
員
は
地
域
住
民

の
保
健
衛
生
に
つ
い
て
、
相
互
の
連

絡
、
相
談
を
行

い
保
健
活
動
の
強
化

を
目
的
と
し
て
昭
和
四
十
五
年
に
設

ク
、
予
防
接
種
、
健
康
相
談
等
の
活

地 区 氏  名 電話番号

相内 柏谷 静予

二和  淑 子 162-3070

木 i幸 谷 千

'1: 62-2694
原子 京 F162-2690

三和ク、美子 62-2617

中山 たい  62-27H

小田桐栄子

丁子谷次江

伊 藤 弘子
162-2676

米谷 みせ

竹谷 和子

太田 木村  ヒサ

武田れれ子

奈良 ト

奈良しづ江

脇元 石岡 ツルエ

動
を
通
じ
地
域
住
民
の
健
康
維
持
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

地区 氏  名 電話番号・

脇元 山田 紀子

石岡の り子

葛西 ツサ

石岡きよ

林崎 烈子

葛西 文 子

磯 松 澤田みちゑ

藤田 きね

奈良 玲子

田中百合子

十 三 小山内千津子

柳谷みきゑ

中井 よし子

豊島登美枝

加納 フ ミエ

松ホ 芳子

中居具知子

米 谷 寛 子

(順 不同、敬称略 )

木
札
が
飛
び
交
う
地
域
子
供
会
カ
ル
タ
大
会

～

百
八
十
人
が
熱
戦
を
展
開

～

地
域
子
供
会
育
成
連
絡
協
議
会

（片
石
鉄
彦
会
長
）
主
催
に
よ
る
新

春
恒
例
の

「
カ
ル
タ
大
会
」
が

一
月

十

一
日
、
上
ノ
国
小
体
育
館
で
行
わ

れ
小
　
中
学
生
な
ど
約
百
八
十
人
が

参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

典
く
ん

（上
ノ
国
中

一
年
）
が

「
カ

ル
タ
競
技
の
精
神
に
の

っ
と
り
力

い

っ
ぱ

い
戦

い
ま
す
」
と
選
手
宣
誓
し
、

ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
出
場
を
め

ざ
し
競

い
合

い
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
冬
休

み
前
か
ら
練
習
を
積
ん
で
き
た
と
あ

っ
て
、
真
剣
な
表
情
で
身
を
乗
り
出

し

「
乙
女
の
姿

‥
」
な
ど
の
下
の
句

が
読
み
上
げ
ら
れ
る
と
同
時
に

「
ハ

イ

ッ
」
と
元
気
な
声
が
会
場

い
っ

ぱ

い
に
響
き
木
札
が
飛
び
交

っ
て

昼
食
は
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
作

っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
に
舌
鼓
を
打

ち
、
な
ご
や
か
な
時
間
を
過
ご
し

た
後
、
小
学
校
低
学
年
五
チ
ー
ム

と
同
高
学
年
八
チ
ー
ム
、
そ
れ
に

中
学
生
四
チ
ー
ム
が
進
出
し
た
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
開
始
さ
れ
る

と
、
父
母
の
応
援
も
次
第
に
熱
が

入
り
、
子
ど
も
の
活
躍
に
声
援
を

送
る
な
ど
会
場
は
熱
気
に
あ
ふ
れ



平成 8年分の所得税の申告と納
税はもうお済みで しょうか。申告
も納税も期限は3月 17日 (月 )で す。
期限間近になりますと税務署は

大変混雑 し、長時間お待ちいただ

くようなことになりかねません。
申告書は自分で書いて、できるだ

けお早めに郵送で提出してくださ

なお、個人事業者の消費税の申
告と納税は3月 31日 (月 )ま でです。
お間違えのないように |

申告をしなければならない人が

申告 しなかったり、誤って少なく

申告 したりしますと、後で不足の

税金を納めるだけでなく、加算税
や延滞税を納めなければならない

ことになります。

期限内に正 しい申告と納税をし

ましょう。

)お 問い合わせ

役場総務課税政係まで

>電話番号

個人事業者の方の平成 8年分消

費税の確定申告と納税はもうお済
みでしょうか。申告と納税は期限
は3月 31日 (月 )ま でです。
期限間近になりますと税務署は

大変混雑し、長時間お待ちいただ
くようなことになりかねません。
申告書は自分で書いて、できるだ
けお早めに郵送で提出してくださ

申告をしなければならない人が
申告しなかったり、誤つて少なく

申告 したりしますと、後で不足の

税金を納めるだけでなく、加算税
や延滞税を納めなければな。らない

ことになります。

期限内に正しい申告と納税をし
ましょう。

昭和50年 から52年 に生まれた方
について、ポリオ (小 児マヒ)の
免疫を保有 している方の割合が他
の年齢層に比べて低いことが、厚
生省の調査でわかりました。

昭和50年 から52年 に生まれた方
は、ポリオウイルス常在国に渡航

される時、またはお子様がポリオ

ワクチン接種を受ける時に再度ポ

リオワクチンの予防接種を受けら

れることをお勧めします。

レお問い合わせ

役場住民福祉課まで

>電話番号

市浦村教育委員会は平成 6・ 7

年度に実施 した十三湊遺跡の発掘

調査結果をまとめた報告書を刊行

しました。

村教委では 6年度から調査に当
たり、 2か年で十三小学校北側の

安藤氏の館跡の規模を特定 してい

ますが、報告書では 2年間の成果
をまとめ、遺構の記録図版をふん

だんに盛 り込み、出土品も写真入

りで掲載 しています。報告書は

296頁、B5判 で1,000部 発行。定

価4,000円。

購入希望者や問い合わせは村教

委 (80173⑫-3751)ま で。

21u ιメろ (8)

金木出張所→五所川原支局

今まで金木町 。中里町・車力村
・小泊村・市浦村に所在する土地
・建物の登記や会社などの商業・

法人の登記は、青森地方法務局金

木出張所で取 り扱っておりました
が、本年 3月 17日 (月 )か ら青森地

方法務局五所川原支局で取 り扱 う
ことになります。

これによりまして、本年 3月 17

日以降は、不動産・商業及び法人

等の登記申請や各種の謄本・抄本
・証明及び印鑑証明等が必要なと

きは、五所川原支局へ請求又はお

越 し願います。

なお、村内の各郵便局の窓日か

ら、五所川原支局へ登記簿の謄抄

本を郵送により交付請求ができる

ようになりますのでご利用下さい。
レお問い合わせ

青森地方法務局五所川原支局
〒037 五所川原市字一ツ谷H5

番地 1

五能線「五所川原駅」下車徒歩
10分

>電 話番号

一一一一一

第104回 全国商工会珠算検定試験がH月 15日 午後 4時 から、村内各小学
校において開催されました。今回の受験者数は46名 で合格者は次のとおり
です。

>2級 三和朋代 (辻 分珠算塾)

>3級 秋田谷絵梨花 (辻 分珠算塾)

>4級 三上大輔、成田和也 (辻 分珠算塾)

浜田祐輔、小倉広大、若山宗裕 (浦 田塾)

>6級 竹谷知佳 (辻 分珠算塾)天坂友香、今野洋子 (浦田塾)

>7級 吉田亮、白川浩平、山田裕志 (辻 分珠算塾)中 島千恵美 (浦田塾)

>8級 小倉勇斗、小寺晶子、近藤祥平、棟方亮伍 (浦田塾)

>9級  若山知裕 (浦 田塾)



情報をお寄せ ください

お しらせ
役場の電話は62-2111

市浦村の人 口 と世帯数  平成9.2.1現 在

::il:|:liilill:lii::II::illl:||:|||:|:|!::||::

平成 9年 4月 1日 から現在 1週

間の法定労働時間が44時間とされ

ている猶予措置対象事業場につい

ても週40時間制が全面的に適用さ
れます。

事業主の皆様には、週40時間市1

の実施に向けて積極的に取 り組ま
れますようお願いします。

なお、lo人 未満の商業、保健衛
生業及び接客娯楽業などの特別事

業場は、週46時間が継続されてい

ます。

レお問い合わせ先

青森労働基準監督課

電話番号 0177-34-41H
五所川原労働基準監督署

電話番号 0173-35-2309

:警肇義榊闘嬢曇Iら鷲三
県では、中小企業近代化資金等

助成法に基づき、中小企業設備近

代化資金貸付け制l度 及び中小企業

設備貸与制度を設け、県内の中小
企業の設備の近代化 合理化を促

進 し、企業の経営安定化に努めて
います。

つきましては、県経済の活力の

基盤である中小企業の振興を図る

ための制度をご紹介します。

制度の内容

◎設備近代化資金貸付制度

中小企業が機械設備を購入する

場合に、県が 5年間、無利子で設

備資金の 2分の 1を 融資 (50万 円
以上4,000万 円以下)す る制度で

す。

>お 問い合わせ先

県商工政策課 高度化資金班
>電 話番号

0177-22-HH 内線4161

◎設備貸与制度

中小企業のうち特に資金調達力
の弱い小規模業者を対象として、

年率325%の 割賦または1912%
(期 間 5年の場合)の リースで小

規模事業者の希望する機械設備

(最 高6,000万 円)を お貸 しする

制度です。

>お 問い合わせ先

県中小企業振興公社設備貸与課

>電 話番号

0177-77-4066ま で

:                                           :

県立母子福祉センターでは、母

子家庭、寡婦等の方で和裁、洋裁、

編み物手芸等の受講希望者を募集

しております。

入所案内等についての詳 しいこ

とは、福祉事務所または母子福祉
センターにお問い合わせ下さい。
)場 所

青森市大字石江字江渡97-1
青森県母子福祉センター

>期 間

4月 から翌年 3月 まで

なお、この他に短期講習 (昼 間

部)も あります。

)受 講料

無料 (教 材は自己負担ですが、

負担できない場合は貸与 します )

>受 付

平成 9年 3月 19日 までに役場住

民福祉課にお申し込み下さい。
)お 問い合わせ

市浦村役場住民福祉課

>電 話番号

::蘇
‐豪料を継めまIようI

国民年金の保険料を納めること

は、自分の将来の年金を確保する

だけではなく、現在年金を受けて
いる人の暮らしを支えていること

にもなります。これは、国民年金

が世代と世代の助け合いの制度だ

からです。

また、県や市町村では、国民年
金の保険料の積立金から融資を受
け、病院設備や簡易水道設備など

に利用 しています。

平成 8年度分の保険料の納付期

限は、4月 末日までです。納め忘
れのないようにしましょう。

保険料が納められていない場合、

万一の事故や病気で障害者になっ

たとき障害基礎年金が受けられな

かつたり、将来、老齢基礎年金が

受けられなくなることもあります。

納め忘れを防ぐためには、日座

振替を利用 したり、お住まいの地

区の婦人会や納税組合などの納付

組織に加入することをおすすめ し

ます。

また、経済的な理由などから保

険料を納めることができない場合

には、申請によって保険料の納付

が免除される制度があります。

)お 問い合わせ

役場住民福祉課国民年金係まで

>電 話番号

354
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◎
∩
ν
寄
り
情
報
′

寒

い
寒

い
と
、
家
の
中
で
ス
ト
ー

プ
に
あ
た
り
、
あ
た
た
か

い
食

べ
物

を
ほ
お
ば
り
…
気
が

つ
く
と
、
家

の

が
ち
ょ
つ
と
き

つ
く
な

っ
た
Ｐ
と

い

う
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

寒
く
な
る
冬

の
期
間
、
ど
う
し
て

も
何
を
す
る
に
も
億
劫
で
家
の
中
に

こ
も
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な

皆
さ
ん
へ
耳
寄
り
な
情
報
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
誰
で
も
が
、
同
じ
速
度
で

一
年
に

一
歳
ず

つ
増
え
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は

「
加
齢
」
で
あ

つ

て

「老
化
」
で
は
な

い
そ
う
で
す
。

「老
化
」
と
は
、
体
自
身
の
衰
え
で

あ
り
、
こ
の
速
度
は
個
人
差
が
あ
り

ま
す
。
加
齢
と
老
化
は
同
じ
方
向
に

進
ん
で
は
い
ま
す
が
、
人
に
よ

っ
て

速
さ
が
違
う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の

現
象
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
加
齢
の

速
さ
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
く
て

も
、
老
化
の
速
度
は
遅
く
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

「老
化
は
足
か
ら
　
」
と

い
う
こ

と
が
よ
く

い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は

「年
を
と
る
と
億
劫
に
な
る
の
で
歩

か
な

い
↓
歩
か
な

い
か
ら
下
半
身
が

衰
え
る
↓
衰
え
る
か
ら
、
ま
す
ま
す

歩
く
の
が
面
倒
に
な
る
　
じ

っ
と
す

る
↓
太
る

。
ま
す
ま
す
足
が
衰
え
て

い
く
、
そ
れ
に
伴

っ
て
脳
も
ボ
ケ
て

い
く
」
こ
の
よ
う
な
悪
循
環
に
な
る

老
化
の
速
度
を
遅
く
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
努
め
て
体
を
動
か
す
、
運

動
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
ま
た
、

家
の
外
の
様
子
に
も
興
味
を
持
ち
、

外
に
出
る
習
慣
を

つ
け
て
お
く
こ
と

は
、
億
劫
に
な
ら
ず

い
つ
ま
で
も

若
々
し
く
過
せ
る
コ
ツ
と
な
り
ま
す
。

自
分
に
で
き
る
方
法
で
生
活
の
リ

ズ
ム
を
作
る
こ
と
が
老
化
を
防
ぎ
、

体
力
の
衰
え
を
少
し
で
も
遅
ら
せ
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

☆
家
の
中
で
も
簡
単

。
安
全
―

～
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
～

ス
ト

レ

ッ
チ
と
は

″
伸
ば
す
″

″引

っ
ぱ
る
″
運
動
で
す
。
ゆ

っ
く

り
じ
わ

っ
と
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行

い
、

筋
肉
や
腱
を
若
返
ら
せ
ま
し
よ
う
。

◇

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
の
注
意
点

１
．
無
理
を
し
な

い

（加
減
し
な
が

ら
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。
）

２
　
ど
の
部
分
を
伸
ば
し
て
い
る
か
　
　
　
息
を
吐
き
な
が
ら
行
う
こ
と
で
す
．

意
識
し
て
行

い
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
５
　
自
分
の
体
の
柔
ら
か
さ
に
合
わ

３
　
は
ず
み
や
反
動
は
つ
け
な

い
で
、　
　
　
せ
ま
し
ょ
う
。

「
じ
わ

っ
」
と
引

っ
張
る
よ
う
に
　

　

６
　
毎
日
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
大

し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切
で
す
。
楽
し
み
な
が
ら
、
行

い

▽
（綺　珈

（打子略
（に　れ

（抑　制
（は田御

（中′‐、　鵬
▽

久 政 ミ 政 定 ツ

桂 磯 磯 磯 相 相

▽
　

お

誕

生

乃

（相
内
）
恭

優

（十
三
）
康

佳

（脇
元
）
清

結

婚

ご 
綾,実お日

'
武
　
美

（相
　
　
内
）

有
美
子

（青
　
　
森
）

充

（相
　
　
内
）

衣
　
里

⌒金
　
　
木
）

勇
　
一
一
（相

　

内
）

範
　
代

⌒埼
　
　
玉
）

雅

（十
　
　
一こ

美
津
穂

（千
　
　
葉
）

一　
範

（埼

　

玉
）

末

（桂
　
　
川
）

健
　
蔵

（埼

　

玉
）

さ
つ
き

（脇
　
　
一匹

お
く
や
み

８６
歳

８５
歳

６０
歳

７９
歳

８５
歳

９０
歳
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